
はじめまして 

被災者友の会・高槻   

第１回 被災者の状況 
 

2021年4月18日 



簡単な自己紹介 まずはひとり３分程度 

 

趣旨説明 10分程度 

 現状：大震災１０年で２つの特徴を感じる 

 １） 被災者の精神的負荷がこれまで以上に露出して
きた・・・孤立がひろがるとその人が苦しいだけでは
すまず，社会全体も困難になるのでは？ 

 2） 若い世代からの発言が見えるようになってき
た・・・ 一方で心を閉ざした若者の存在も  

 



課題： 精神的，社会的な影響は被災者
だけではすまず，しかも長期におよぶ 

 

 無数の分断，対立，誤解，動揺，無関心がある。 

 これらが裁判や市民運動の足をひっぱる 

 人間としての孤立は個人の問題ではすまない 

 裁判のつぎにどんな市民運動ができるのか？ 

 傾聴を基本とする人間関係と集団づくり 

 ただし，傾聴は解決策ではなく出発点   

 



日程とテーマ （案） 
毎回30分程度でテーマを提示，意見交換をしたい 

第1回 4月18日（日） 被災者の状況 

第2回 5月18日（火） 国連の指導原則 

第3回 6月18日（金） 最新の出版物紹介 

第4回 7月18日（日） 海外の市民運動 

第5回 8月11日（水） 若い世代の声 

第6回 9月18日（土） 国内人権機関の意義と役割 

第7回 10月18日（月） わたしたちの未来 

  （第7回までに「わたしたちの未来」のテーマでメッセージを 

   おねがいします・・・卒業記念文集） 



この会では毎回，全員から発言をおねがいします 

 

知りたいこと 

つたえたいこと 

批判や異論を受けとめる 

つながりづくり 

第7回にむけて卒業文集 
（趣旨説明はここまで） 

 

 

 

 

 



本日のテーマ：被災者の状況 

 
各自の被災体験 

大阪避難者の数が急減している （資料） 

避難者とは （資料） 

住民票異動で「避難終了」、意思確認せずに統計から除
外 （朝日新聞3月5日） 

蟻塚亮二さん （福島と沖縄で精神科医） の報告 （映像） 

清水奈名子さん （宇都宮大学） の報告 （映像） 

青木美希さんの新著 「いないことにされる私たち」 

 
 



ありがとうございました 

  

次回は 第2回 国連の指導原則 
2021年５月18日 
現在，国連から日本政府に対して，人権理事会の専門家である「国
内避難民の人権に関する特別報告者」の訪日調査受け入れが打診
されています。特別報告者の判断基準となる指導原則について，話
題を提供し，話しあいます。 


